
LOCKER AVAILABILITY INFORMATION SYSTEM

空きロッカー情報システム

空き情報の見える化が、利用体験を変える

導入で期待できる効果

探す時間を削減

地図上で設置場所を
すばやく確認

空きを見える化

サイズ別の空き状況を
ひと目で把握

利用機会を拡大

空きロッカーへ案内し
利用を促進

施設価値を向上

アプリやサイネージで
便利な利用体験を提供

利用者にも、施設運営者にもわかりやすく

利用者

• ロッカーの設置場所をすばやく確認
• サイズ別の空き数をひと目で把握
• 空きロッカーを探す負担を軽減

施設運営者

• 空きロッカーへの案内で利用を促進
• 案内対応の負担を軽減
• 便利な利用体験の提供を支援

Web表示＋API連携
空き情報はWebで案内できるほか、API連携によりアプリやデジタルサイネージへ組み込むことも可能です。

地図上で設置場所と空き状況を案内。探す負担を軽減し、スムーズな利用と利用機会の拡大を支援します。



SYSTEM OVERVIEW

システム構成・主な機能
対応ロッカーと通信端末をネットワークで連携し、空き情報をWebや外部サービスへ提供します。

空き情報連携の仕組み

対応ロッカー

LTS‒500／LEB‒500

データ連携

通信端末・ネットワーク

情報管理

クラウド

外部表示

Web・API連携

主な機能

設置場所を案内

施設案内図などにロッカーの
設置場所を表示

空き状況を表示

ロッカーサイズ別の空き数を
わかりやすく表示

外部サービスと連携

APIによりアプリやデジタル
サイネージへ連携

導入の流れ

1 事前確認

対応機器・設置環境・
ネットワークを確認

表示設計

地図・表示内容・
空き数表示を確認

3 接続設定

通信端末・ネット
ワーク・クラウド
を設定

4 動作確認

データ連携・Web
表示・API連携を
確認

5 運用
開始

空き情報の
提供を開始

対応機器・導入条件

対応ロッカー

LTS‒500／LEB‒500シリーズ
※機種・構成により対応条件が異なります

表示・連携方法

Web表示／API連携
アプリやデジタルサイネージへの組み込みにも対応

※本リーフレットはシステム構成の概要を示したものです。導入条件、設置環境、表示内容、対応機器、費用等は個別にご確認ください。
※画面はイメージです。実際の表示・仕様とは異なる場合があります。
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